


































































・授業回数30回（通年科目）   ･･･63％ 
3単位 








































 表の作成にあたっては、前述の雇児発 0331第 29号における「子どもの食と栄養」の科目概要の見出
しを基準に、科目の全内容を 6つに分けて、その結果を以下に示す。 
 
表 1 保育課程への実践的・応用的内容－子どもの健康と食生活の意義に関する事柄― 




































平成 12年 男性 1-6歳・・・2.5％  
      女性 1-6歳・・・2.6％ 
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表２ 保育課程への実践的・応用的内容－ 栄養に関する基本的知識－ 
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画様式例（1ページ）見開き 
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表６ 保育課程への実践的・応用的内容－特別な配慮を要する子どもの食と栄養－ 


































































 テキストの記述は「①各授業科目における端的な知識の記述 かつ 実際の保育の現場には直結しにく
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